
不断水分岐（割Ｔ字管）工事作業報告書 (コスモ工機株式会社)

工事場所 工事番号 －

顧客名 殿 着工日 年 月 日

(事業体名 殿) 完成日 年 月 日

実
施  □鋳鉄管(□DIP □CIP粍管 □吋管） □鋼管 □塩ビ管

 □石綿管(□新管 □旧管) □ポリ管(□JWWA □JIS)  □　　　　　    　　　　　管

既設本管の外径又は外周寸法  □外径　　　　　　　　　㎜　□外周長　　　　　　　　　　㎜

既設本管の外面の状態  □良好　□普通　□やや不良　□不良　□相当不良

バルブの開閉方向及び全開～全閉の確認  開閉方向 □右開 □左開　　全開～全閉の回転数　　　　　　　　　　回

割Ｔ字管の取付分岐方向  □真横分岐 □真上分岐 □真下分岐 □　　　　　　　度（□上方向 □下方向）

実
施

割Ｔ字管の取付ボルトの締付トルク  締付トルク　　　　　　　　Ｎ・ｍ

離脱防止押輪の取付ボルトの締付トルク  締付トルク　　　　　　　　Ｎ・ｍ

離脱防止押輪の押ボルトの締付トルク  締付トルク　　　　　　　　Ｎ・ｍ

割Ｔ字管端部の合わせ部の間隔　X  Ａ　　　　　㎜　Ｂ　　　　　㎜　Ｃ　　　　　㎜　Ｄ　　　　　㎜

※三つ割タイプの場合フランジの反対側がＥＦ  ( Ｅ　　　　　㎜　Ｆ　　　　　㎜ )

離脱防止押輪と受口端面の間隔　Ｙ  ＡＣ側上　　　　　㎜　下　　　　　㎜　右　　　　　㎜　左　　　　　㎜

※Ｘ及びＹの間隔の最大値－最小値≦５㎜  ＢＤ側上　　　　　㎜　下　　　　　㎜　右　　　　　㎜　左　　　　　㎜

ゴム輪の出入り状態 ※同一円周上でａｃ  ＡＣ側上　　　　　下　　　　　右　　　　　左　　　＿

又はａｂｃが同時に存在しないこと  ＢＤ側上　　　　　下　　　　　右　　　　　左　　　＿

フランジ接合ボルトの締付トルク  締付トルク　　　　　　　　Ｎ・ｍ

溝形フランジのすき間  メタルタッチの場合  □1.0㎜厚の直尺又はすき間ゲージが入らない

溝形フランジのすき間  メタルタッチでない場合  □下限ｹﾞｰｼﾞ(3.5㎜/4.5㎜)入る　上限ｹﾞｰｼﾞ(4.5㎜/6.0㎜)入らない

水圧試験  試験水圧　　　　　　　　ＭＰａ　　　　　　分間保持

切断片の回収  □回収　　　□未回収

穿孔完了後のバルブの止水  □止水良　　　□止水不良

既設本管の内圧測定  既設本管内圧　　　　　　　　ＭＰａ

コアの挿入確認  □挿入あり （□密着コア　□樹脂コア　□銅コア）　　□挿入なし

完成品からの漏水その他異状の有無  □無し　　　□有り

Ａ＝　　　　　　　　㎜  計測機器管理番号【 圧力計：　　　　　　　　　　】 【トルクレンチ：　　　　　　　　　　】

Ｂ＝　　　　　　　　㎜

 ｔ＝　　　　　　　　㎜ TEL　　　　　　　　　　　　FAX

ご連絡事項

　切断片の内面状態：ライニング □有り □無し 指定業者確認　（ｻｲﾝ） 水道局職員確認　（ｻｲﾝ）

※　指定業者受取書を後日コピーして、水道局に提出すること。

検　　　査　　　結　　　果検　　　査　　　項　　　目

型　　式 分岐接合形状

 □ﾓﾙﾀﾙ □粉体  □塩ビﾗｲﾆﾝｸﾞ  □更生ﾗｲﾆﾝｸﾞ
 □ｽｹｰﾙ付着有り  □ｻﾋﾞｺﾌﾞ付着有り

製　品　名

備考/検査日

既設本管の管種

作業責任者

年号サ　イ　ズ

× □ﾌﾗﾝｼﾞ7.5k　□ﾌﾗﾝｼﾞ10k

判定

製造番号

都道 郡市区 区町

測定位置 ａ
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